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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

人間工学会（JES）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。 

これによって，JIS Z 8530:2000 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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序文 

この規格は，2010 年に第 1 版として発行された ISO 9241-210 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，コンピューターを利用したインタラクティブシステムのライフサイクルの初めから終わり

における，人間中心設計の原則及び活動のための要求事項及び推奨事項について規定する。この規格は設

計プロセスの管理者を対象とし，インタラクティブシステムのハードウェア及びソフトウェアの構成要素

によって，人とシステムとのインタラクションを向上させる方法について取り扱う。 

注記 1 コンピューターを利用したインタラクティブシステムの規模及び複雑さは様々である。イン

タラクティブシステムには，既成ソフトウェア製品，特注の業務システム，プロセス制御シ

ステム，バンキングシステム，ウェブサイト，ウェブアプリケーション及び自動販売機，携

帯電話，テレビといった消費者向け製品などがある。そのようなシステムは，一般に製品，

システム又はサービスといわれるが，この規格では簡潔にするために“システム”と一語で

表現している。 

この規格は人間中心設計の概要を示すものであり，人間中心設計に必要な手法及び技術の範囲について

示すものではなく，また健康又は安全について詳細に示すものでもない。この規格は人間中心設計におけ

る計画及び管理について示すものであるが，プロジェクトマネジメントの全ての側面を示すものではない。 

この規格に示す情報は，インタラクティブシステムを設計及び開発するプロジェクトを計画及び管理す

る責任者が利用することを意図している。したがって，この規格では人間工学の技術的な課題に対して，

そのような責任者が設計プロセス全体の中で，その関連性及び重要性を理解するのに必要な程度までしか

示していない。また，この規格では人間中心設計に関わる人間工学及びユーザビリティの専門家のための

枠組みを示している。人間工学，ユーザビリティ及びアクセシビリティに関する詳細は，人間工学の広範

な原則を定めた ISO 9241 シリーズ及び JIS Z 8501:2007 を含む多くの規格でより包括的に取り扱われてい

る。 

この規格における要求事項及び推奨事項は，人間中心設計及びその開発に関わる人々にとって有用であ

る。この規格に適合していることを主張するために利用できるチェックリストを附属書 B に示す。 

注記 2 参考文献は，関連規格についての情報を含んでいる。 


